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デンマークの生涯学習における「従前学習認証」に関する研究
：従前学習認証の展開の現状とノンフォーマル成人教育での実践
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【研究成果の要旨】
本研究では、デンマークにおける従前学習認証の動向、そしてノンフォーマル

成人教育における取り組みを明らかにした。『成人教育・継続訓練における従前
学習認証と発展法」の制定以降、政府は、認証の推進のために、労働組合や雇用
者連盟といった社会的パートナーと協定を組み、オンラインポートフォリオの設
置や認知度向上のキャンペーン等を行い、主に基礎的な職業教育・訓練分野で広
がりを見せている。しかし、教育機関間での連携、認知度、仕組みの簡略化、予
算等に課題を抱えている。一方、ノンフォーマル成人教育機関が、政府と協働ま
たは各機関で独自に、ポートフォリオの開発、学習により身に付く資質・能力を
可視化し共有する取り組みも明らかにした。多様な教育機関がボトムアップ型で
従前学習認証のシステムを構築していく在り方への示唆を得ることができた。

１．研究の目的
近年の欧州各国では、知識基盤社会に向けた国際競争力の強化、そして社会的

に周縁に置かれた人々を包摂する生涯学習政策が意図されている。その中で、ノ
ンフォーマル、インフォーマルな学習経験を社会的に認証し、個人のキャリア形
成に活用する仕組みづくりが重要な施策に位置付けられている。例えば、欧州職
業訓練開発センター(EuropeanCentrefortheDevelopmentofVocational
Training:CEDEFOP)は『ノンフォーマル学習およびインフォーマル学習の認定の
ための欧州ガイドライン')』を、経済協力開発機構(TheOrgan isat ionfor
EconomicCo-operationandDevelopment:0ECD)は『ノンフォーマル、インフォ
ーマル学習の認証：成果、政策、実践2)』を発行し、多様な学習・社会経験を認
証する制度としての「従前学習の認証」に着目している。
また国際標準化機構(InternationalOrganizationforStandardization:ISO)

が２０１０年に『非公式教育・訓練のための学習サービス：サービス事業者を対象
とした基本的要求事項(ISO29990)』を発行し、国際規格による学習サービスの
国際基準化を進めていること等3)、多様な学習を認証すること、そして学習の質
の保証、評価をめぐる動きは活発化していると言えよう。
そこで本研究では、デンマークの生涯学習に近年導入されている「従前学習認

証(Realkompetence:RecognitionofPriorlearning)」に焦点をあて、その目
的、導入の過程と実践の動向を明らかにすることを目的とする。
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成人の学習参加率が欧州で最も高い国であるデンマークは、１９世紀以来、北
欧をはじめ東欧や北米、日本、そして途上国での民衆教育運動に大きな影響を与
えた、一切の学習評価を行わない全寮制の成人教育機関フォルケホイスコーレ
(FolkehOjskole)をはじめとして、多数のノンフォーマル成人教育機関が組織さ
れている国である。そのデンマークにおいても、欧州連合(EuropeanUnion:EU)
や国際機関の影響を受ける形で、仕事や余暇活動、ボランティア活動を含むあら
ゆる経験、学習活動を評価し認証する「従前学習認証」が導入されてきている。
本研究は、「従前学習認証」の実践の具体的内実として、政府や成人教育協会

の行っている推進に向けた取り組みの現状と課題について明らかにする。また、
具体的にどのような資質･能力を可視化し認証していくことを支援しているのか
も明らかにし、我が国の学習成果評価システムの具体的構築に貢献しようとする
ものである。

２．研究の方法
研究の方法としては、主に文献調査と現地におけるインタビュー等のフィール
ドワークを行う。まず、文献調査では、デンマークでの先行研究、政策文書、教
育省や関連機関の発行資料から、デンマークの「従前学習認証」に関する制度、
政策を整理する。また、従前学習の概念や目的、デンマークにおける導入過程を
明らかにする。次いで、国立従前学習評価知識センター(NationaltVidencenter
forRealkompetence:NVR)の発行資料、各成人教育協会発行資料の分析を通して、
各成人教育機関での従前学習の実践内容、動向を分析する。フィールドワークに
関しては、デイホイスコーレ(DaghOjskole)、生産学校(Produktionskole)とい
った各成人教育協会、デンマーク成人教育協会(DanskfolkeoplysningsSamrid)、
国立従前学習評価知識センターに対してヒアリングを行う。

３．研究成果
本研究の成果について、まず従前学習認証の概要について述べ、次いでデンマ

ークにおける従前学習認証の導入と展開について考察し、最後にノンフォーマル
成人教育における取り組みについて明らかにしていく。

(1 )従前学習認証の概要
1）従前学習認証の基本的コンセプトと各国での展開
従前学習認証とは、学位や資格等のフォーマルな証明を持たないものでも、ど

のように、どこで習得したかは関係なく（ノンフォーマル・インフォーマル)、
ある人が既に学習し持っている知識、技能そして資質・能力に認証を与えるもの
である。またその基本的なコンセプトとしては、「成人教育を促進してくために
は、人々に最初から学習させるのではなく、人々が既に持っている知識や技能に
ついて評価・認証され、適切な段階から学習を受けられることが大切である」と
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いう考えに基づいている。【表１】のように、名称は多少異なるがオーストリア、
カナダ、ノルウェー、ドイツ等２０か国以上で展開されている4)。

従前学習認証について使用されている用語国名
オ ー ス ト リ ア ノンフォーマル・インフォーマル学習の認証

オ ー ス ト ラ リ ア RPL (Recogn i t i o no fP r i o r L e a r n i n g ,これまでの学習の認証）
ベ ル ギ ー 習得された能力もしくは知識の認証

カナダ PLAR(PriorLearningAssessmentandRecognition,これまでの学習の評価
認証）以前は、PLA(PriorlearningAssessment)

チリ 専門的能力の公的な認証

チェコ 追加的な教育結果の妥当性検証と認証
デンマーク
ドイツ ノンフォーマル・インフォーマルな方法で習得した知識・スキル・能力の承認、

「ノンフォーマル・インフォーマル学習の認証」

ハ ン ガ リ ー これまでの学習の評価、ＲＰＬ

オランダ EVD(習得された能力の認証）、公教育以外で習得された資格等
ノルウェ､一 公式・ノンフォーマル・インフォーマルな能力の文書化と妥当性検証
スイス 公教育と経験による学びの妥当性、習得されたことの妥当性検証

APL (Acc r ed i t a t i o no fP r i o r Lea rn i ng ,資格認定のための認証目的に重点を置

いたすべての学習の認定）、APEL (Assessmen to fP r i o r andexpe r i en t i a l

Lea rn i ng、経験に重点を置いた、過去の経験による学習の評価）、AP(E )Lと表

記する場合、APLとAPELの組み合わせを意味する。APCL(Accred i t a t i onof
P r i o rC e r t i f i c a t e d L e a r n i n g ,これまでに成果が証明された学習の認定、大学

における免除項目を表す場合に使われる）、RARPA(Recognis ingandrecording
ProgressandAchievement inNon-accreditedLearning,Non-accredited

Learn ingとはノンフォーマル学習を指す）

イ ン グ ラ ン ド

【表ｌ】従前学習認証の各国での名称
出典:OECD編著、山形大学教育企画室監訳、松田岳士訳『学習成果の認証と評価：働く
ための知識・スキル・能力の可視化」、明石書店、２０１１年、p.６１の表を一部修正。

2）従前学習認証のプロセス
従前学習認証は、基本的に次のような段階を経て行われる（【表２】参照)。ま

ず､①ある人が何を知っているか、または実行することができるかを特定(記録）
し、②何を知っていて、何ができるかを証明（自己評価、外部評価含む）する。
次いで、③知っていることやできることが、要件・特定の評価基準・標準を満た
しているかの妥当性の確認がなされる。妥当性が認められれば、④知っているこ
とや、できることが特定の要件を満たすことを公に述べ、それを証明する文書が
授与され認定される。そして、⑤知っていることや、できることを示す証拠が社
会から受け入れられる（社会的な認証）ことが最終段階である。

-２０１-
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【表２】従前学習認証の段階
出典:OECD編著、山形大学教育企画室監訳、松田岳士訳『学習成果の認証と評価：働く
ための知識・スキル・能力の可視化』、明石書店、２０１１年、ｐ､６０の表を一部修正。

ここで、従前学習認証で具体的にどのような手続きを経るのかを理解するため
に、デンマークでの具体的な事例を紹介する5)。トーマス・バーグ(ThomasBerg)
氏は、熟練した配管工であり、認可された配管工・エンジニアとして自分で事業
を開始したいと考えていた。彼は最寄りの高等教育機関である専門アカデミーに
連絡をとり、認可された配管工となるための２年間コースについて、そしてコー
スでの学習期間を短縮する方法に関する情報を得て、これまでの経験、学習を認
証してもらう手続きを開始した。

○従月'」 当 の 文 昔 化 収 集
これまでの学校教育や訓練での学習、訓練の修了証明を文書化
労働経験や配管工としての技能、資質、そしてスポーツ協会でのコーチ
トレーニングの履修経験を文書化

②HVACコース（認可配管工コース）入学のための申詫
希望しているコースへの応募（及び教育・訓練短縮の出願）
関連スキル・能力の文書化と提出

ガインス面接と能力評価（１呂
提出された文書、評価の審査
品質管理と原価計算に関するテスト
最終面接と単位のための総合評価

７）床Ｉまｌ 、 〆 、 〆 、 ／ 〆 辿 Ｕ 〆 u 丁 ゾ ン ひ ロ ュ Ｌ Ｉ Ｌ 』 ｖ 〆 『 Ｊ ジ ロ ー ダ ザ ー Ｌ 』 、 い ／ ワ ジ 勾 Ｕ ｆ ｰ

基礎 I T技能、特定技術学習コースの学位・コース修得、見積
もり・品質管理・会計分野での仕事経験と能力、デンマーク体操スポーツ協
会でのコーチトレーニング
ＨVACコース２０週間分短維

-２０２-

段階 定義・内容
特定 ある人が何を知っているか、あるいは何ができるかを特定し、可能であれば記

録すること

証明 ある人が何を知っているか、あるいは何ができるかを証明すること。

妥当性検証 ある人が何を知っているか、あるいは何ができるかを証明することによって、

ある要件を満たしているかを検証すること

認定 ある人が何を知っているか、あるいは何ができるかについての要件を満たして
いることを明確に掲示し、それを証明する文書を授与すること

社会的認証 ある人が何を知っているか、あるいは何ができるかを示す証拠が社会から受け
入れられること



2013年度日本生涯教育学会研究助成研究成果報告書

このように、ガイダンスや助言を受けながら、これまでの経験（学歴、仕事歴、
また余暇時間での経験等）と、保有している技能、能力について文書化し、応募
書類と共に認証の申請を行う。その内容について書類、テスト等で審査をされ妥
当性が検証される。その後、これまでの学習経験、能力からコース短縮に適用で
きる内容、項目が決定される。
また、従前学習認証のキーワードは、「可視化」と「文書化」である。ノンフ

ォーマル･インフォーマル学習で学んだことを認識させるため、そして既に知り、
身につけている内容を一からやり直すことを避けるために「可視化」し、「文書
化」することが重要であり、例えば学習ポートフォリオやコンピテンスパスポー
トがその方法として活用されている。

3）従前学習認証による利益
次に、従前学習認証を行うことにより、個人や社会にとってどのような利益が

あるのか、そして各国での現状を述べる。
従前学習認証の利益としては、①経済的利益、②教育的利益、③社会的利益、

④その他個人的利益があるとされている6)。
まず①経済的禾lj益に関しては、公教育によって資格を修得する際に必要な時間

を短縮でき、公教育での学習に伴う直接費用や機会費用を削減できる点が挙げら
れる。また、能力、スキルを可視化させ、労働市場における人材と仕事のマッチ
ングを促進させることができる点、何より個人が学習にかける時間と費用を節約
することができる点が挙げられる。
②教育的利益については、人々が自分自身の関心ある分野や自身の強みについ

て気づき、生涯学習により自分のキャリアを開発することを支援できる点が挙げ
られる。また、個人的な経験を学習成果として認めることで、学習への新たな道
を提供することができる。例えば、これまでの伝統的なルートでは高等教育に入
学できなかった人に、入学する道を提供することにもなりうる。
また③社会的利益については、社会的に不利な立場にいるマイノリテイグルー

プ、不平不満を抱いている若者、若い頃に公的な学習の機会を多く持たなかった
高齢の労働者に再チャレンジの機会を与えることができる。
最後に、④その他個人的利益については、個人の動機づけを支援する点が挙げ
られる。特に③とも関わるが、公的な教育や労働市場のシステムから脱落し、自
分自身を「何も知らないし何もできない」と認識している人々に、本人が知識・
能力を持ち、「自分でも何かできる」という自尊心と自信を得る機会となる点が
挙げられる。
従前学習認証について、以上のような利益が考えられている。一方で、各国で

の実践においては、多様な政策や施策にも関わらず、認証プロセスが不十分であ
り、小規模で不安定なままであるという現状が示されており、課題としては、①
認証に対する認知度を高めること、②認証プロセスを簡略化すること、③有効性
を増すこと、④利益とコストのバランスを見出すことが挙げられている7)。

-２０３-
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柳田（2004）によるイギリスにおける学習経験および既習得技能・能力等の単
位認定に関する考察でも、「量的にも少ない限定された事例が紹介されているに
過ぎない8)」とされ、課題として、能力・技能を証明する証拠固めに非常に手間
がかかる点、評価の判定時間に時間がかかる点、実施現場での協力体制が不十分
な点、実際に認証が上手く認められるケースが少ない点、認証を受けようとする
志願者が少ない点、ずさんな認証により、全国職業資格の取り消しが生じた事例
等、質の保証に関する点が挙げられている。
では、デンマークにおいて、従前学習認証はどのように導入され、展開してい
るのであろうか。

(2 )デンマークにおける従前学習認証の展開
1）デンマークにおける近年の生涯学習政策と従前学習認証
デンマークにおいても、２０００年に開催された欧州連合のリスボンサミット
(LisbonSummit)以降、成人教育に対する政治的関心が高まり、生涯学習が教
育政策の主要なテーマとなっている。例えば、デンマーク政府は『デンマークの
成長戦略(TheDanishGrowthStrategy)｣(2002年)、『デンマーク政府の知識戦
略：成長の中の知識(TheDanishGovernment'sknowledgestrategy-knowledge
ingrowth)｣(2003年)、『前進、革新、結束、グローバル経済におけるデンマー
クの戦略(Progress,InnovationandCohesion.StrategyforDenmarkinthe
G1obalEconomy)｣(2006年）を発行し、教育省は、『より良い教育：アクシヨン
プラン(BetterEducation)｣(2002年)、『デンマークの生涯学習戦略(Denmark's
Strategyfor l i fe longlearning.Educat ionandl i fe longski l lsupgradingfor
al l)』等を発行している。
AnneLarson(2011)は、これらを含む２０００年代のデンマークの生涯学習政策の

特徴として、①生涯学習が知識基盤社会に向けた経済成長の手段と見なされてい
る点、②職業訓練に方向付けられた成人教育及び成人の識字教育に焦点が当てら
れている点、③自由成人教育の経費が削減されている点、④従前学習認証とガイ
ダンスに焦点化している点、⑤生涯学習とシテイズンシップ、社会的結束が強調
されている点を挙げている9)。このように、従前学習認証は、デンマークの生涯
学習政策の中でも重要なものとして位置づけられている。
続いて、デンマークの教育制度を概観した上で、従前学習認証の導入過程を見
ていきたい。デンマークの教育制度は、普通教育制度と成人教育制度に大別され
ており】0)、各教育段階が対応していることが特徴である（【表３】参照)。
従前学習認証に関わる政策としては、単位交換の基本的な形は既に１９９７年に

職業訓練に導入され、２００１年に基礎成人教育(GVU)、２００３年に成人職業訓練プロ
グラム(AMU)へと拡充されてきていた'')。それが、２００４年に教育省、科学技術
革新省、文化省、経済企業省による『教育制度内の従前学習の認証(Recognition
ofPr iorLearningwith intheeducat ionsystem)』が議会で承認され、仕事や
余暇、ボランティア活動といったノンフォーマルやインフォーマル学習で身に付

-２０４-
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博士後期
課程

修士課程 修士課程

学士課程
専門学士

課程
学士課程 アカデミー

専門学位
アカデミー専門学位(VVU)

高等教育
成人職業訓練
プログラム

(AMU)

職業教育

訓練

高等予備試験

単科課程 ( H F )
基礎成人教育(GVU)普通後期中等教育

灌蕊.鐺茜 後期中等教育
普通成人教育

(AVU)
初等・前期中等教育

予備成人教育
(FVU)

普通成人教育’成人職業教育訓練
成人・継続教育制度

初等・前期中等教育

普通教育制度

【図ｌ】デンマークの普通教育制度と成人教育制度の対応
出典:Andersen,M､,&Laugesen,C,DanishEvaluationlnsitute,(2012),p.２の表を筆者翻訳。

けた能力も単位互換の対象として重要視されるようになった。
そして２００７年の『デンマークの生涯学習戦略』においても、従前学習認証の重
要性が強調され､『成人教育.継続訓練における従前学習認証と発展法(Udbygning
afanerkendelseafrealkompetencepAvoksenogefteruddannelsesomradet
mv) :No556』が制定された。この法律により、従前学習認証は成人教育の分野に
おいて､普通成人教育(AVU)、高等予備試験単科課程、アカデミー専門学位(VVU)、
学士課程、ノンフォーマル成人教育やインフォーマルな学習経験も対象となった。
またデンマークの従前学習の認証は次の７つの原則に基づいている'２)。

個人は、各教育領域内で適用できる法や枠組みに基づき、自身の従前
学習の認証を求めることができる。
個人はまた、自身の従前学習の文書化に貢献する責任を負う。
能力評価のための使用料は、低技能の人々を除いて有料でも良い。
能力評価は、常に当該教育プログラムの目標及び入学要件に基づくべき
である。
個人の能力は、どこで、どのように習得したかに関わらず認証されるべ
きである。但し、教育・訓練プログラムの質を落とさない範囲で。
評価の手法は、信頼性のあるものでなくてはならない。
評価の結果は、証明書の発行により文書化されるべきである。

１

２

３

４

５．

《
０
旬
Ｉ
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ここまで、デンマークにおける従前学習認証に関わる政策の動向を概観してき
た。次いで、デンマークでの従前学習認証を推進するための取り組みについて考
察していく。

2）従前学習認証の推進のための取り組み
デンマーク政府は、法律の制定と共に、従前学習認証を実行していくために以

下の取り組みを行った'3)。まず、①従前学習認証を推進していく協定を社会的
パートナー（労働組合や雇用者連盟、専門職連合等）と締結した。
次いで、②ケーススタディや「従前学習認証を行う１０の理由」等がセットに

なったキットを活用し、従前学習認証に関する情報とネットワーキングキャンペ
ーンを、オフィス従業員、管理職、企業での訓練担当者、教育・職業訓練機関担
当者を対象に実施した。また職業訓練プログラムを修了した２５，０００人に、教育
省大臣からのお祝いと従前学習認証を勧める手紙が届けられた。そして③オンラ
インスキルポートフォリオ「マイコンピテンスマップ(Minkompetencemappe)」
を開設した’4)。このサービスで、利用者はこれまでのフォーマル、ノンフォー
マル、インフォーマルでの学習経験を記入し、自己評価をする。また経歴や能力
を証明する資料を保存しておくことが可能である。さらに、企業や教育機関が、
従前学習認証を活用するためのフォーマットも用意されている。
他にも、デンマーク政府は従前学習認証の推進のために、④成人教育や継続教

育機関向けのハンドブックの作成・配布、⑤国立従前学習認証知識センターの設
立、⑥TV、研修やセミナー等でのPRを実施した。
ここでは、その中でも「マイコンピテンスマップ」の具体的な内容を示す（【図

２と図３を参照】)。まず冒頭で、市民、企業、またカウンセラーといった利用者
の選択と、それぞれに利用
できるサービスが示されてMyCompetencePor加"ｏ
い る 。 市 民 の 場 合 に は 「 教 … … | " ｡ b e x , 画 潅 " " | 四 … ｜
育 ・ 訓 練 プ ロ グ ラ ム 」 「 能 ｖ … ･ ‘ … … ： - 塗 雪 “‘ ̅尋半…塞竺" ’： ‘二｜
力の 評 価 」 「 仕 事 検 索 」 「 そ ｖ
の他」から選択し、氏名、．……悪霊壷“̅■■̅̅-こ＝。住所等の基礎的な個人情報…‘:…駕麗--":三一塁≦
と、 学 歴 、 学 習 履 歴 等 を 記 ｖ … ｡ " 面 遍 扇 ･ 全 一 一 面 一 重 ＝駒 v g 織 … … 耐 ' 一 ３ １
載 し て い く 。 証 明 書 そ の 他 ｖ ｏ ｍ ｡ " ' …
関連した電子ファイルをア．,:謡罵謡爵総”欝協．．̅…■■■．-

Ｖ … 竃 P … 或 錘 … Ｉツ プ ロ ー ド し て 蓄 積 し て い … 咳 … " ‘ ” ハ … … _ " 一
くことも可能である。
次 い で 職 歴 に つ い て 、 ど 図 画 ‘ … Ｉ 麺 { 重 ’ や

【図２1MinKompetencemappe使用例①の組織でどれだけの期間、
どの業務に従事していたか出典:https://minkompetencemappe.dk/、２０１５年９月５日

参照。を記載する。

-２０６-
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特徴的な点として、余暇時
間での学習経験を記載する
欄があり、フォルケホイス
コーレやデイホイスコーレ
といったノンフォーマルな
成人教育での学習経験や、
ボランティア活動や余暇活
動での学習経験とその期間
について記載することが挙
げられる。
最後に「私の能力」とい

MyCompetencePortん"ｏ

…ＵＲｍ心

▼
r ▲ - ６ - - ､ L す し ＝ 廿 壷 ９

Ｖ

“ 唾膵苛仲 l H 池

▼

Ｆ百…亘芭1噸…肥1ｍ妃

Ｖ

耐 … 再 一

Ｖ

…２-…R鍬』頓ｎ
㎡ … ｰ 画 一 令 函 …

Ｖ

̅-１煙がり両出･fl坤1通１

〈

" i m 一 （ - 石 ̅ l i l ＝ ﾄ＋４

う欄では、【表３、表４】に 【図３]MinKompetencemappe使用例②
記した能力項目についての出典:https://minkompetencemappe.dk/、２０１５年９月５日
経 験 の 度 合 い を ４ つ の 選 択 参 照 。
肢から選択し自己評価する。
能力のカテゴリーは「協力と計画｣、「学習・開発能力」、「コミュニケーション・

プレゼンテーション」、「数字を扱う能力」、「IT能力」と分類され、それぞれに
能力項目が記されている。またその経験をどのような場、機会で身に付けたのか
も記載する。さらに、「職務上の能力・技能」、「言語能力」についても記載する。

協力と計画

能力

自分の仕事、業務を計画すること／自分の課題を解決すること

自治の集団・チームで働くこと

他者と一緒に働くこと

自分の仕事の質を保証すること

サービスを提供する／顧客と連絡をとること

他の従業員の仕事を計画することに関与すること

他の従業員の仕事の質を保証することに関与すること

業務を遂行するため他者に指導すること

交渉すること

学習・開発能力

能力

新しい領域に慣れること

情報を探すこと

課題の改善案を思いつくこと

課題を解決する新しい方法に参画すること

経 験 度 合 ｜ 経 験 を 得 た 機 会

経 験 度 合 ｜ 経 験 を 得 た 機 会

【表３]Minkompetencemappe内「私の能力」欄での資質・能力項目①
出典:https://minkompetencemappe.dk/を２０１５年９月５日に参照。
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【表4IMinkompetencemappe内「私の能力」欄での資質・能力項目②
出典:https://minkompetencemappe.dk/を2015年９月５日に参照。

なお、このマイコンピテンスマップは、EUの履歴書(CurriculumVitae:CV)の
内容を基本的な原型としてデンマーク版に改良したものである'5)。またデンマ
ーク語だけでなく英語でも使用することができ、登録は無料である。このような
ツールも用いながら、デンマークでは従前学習認証の推進に向けた取り組みが行
われている。
また、デンマーク成人教育協会は、自身のウェブサイトでも積極的に利点を強
調していることも含め、従前学習認証を推進している立場である。従前学習認証
の社会における利点、そして労働市場における利点として、①公的資金を抑え、
コスト効率が上がる点、②必要とされる技能・能力に応じ、労働市場の柔軟性と
変化を支援する点、③個人の能力がますます重要になる点、④社会的結束や包摂
を促進する点を挙げている16)。また、個人にとっての利点として、①自信、エ
ンパワーメントや気づきを生む点、②自身の能力への明確な表現は、労働市場に
おいて自分を売り込む「強み」となる点、③生涯学習の動機づけになる点、④時
間とお金の節約になる点を挙げている。

-２０８-

コ ミュニケーション・プレゼンテーション

同僚が理解できる議事録・報告書を作成すること
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( 3 )従前学習認証の活用の現状と課題
次に、デンマークにおける従前学習認証活用の現状について示す。【表５】に

示したように、デンマークのフォーマル成人教育における従前学習の認証は、主
に基礎成人教育(GVU)や、成人職業訓練プログラム(AMU)といった、基礎段階
の職業教育・訓練で活用されている傾向がある。一方で普通成人教育(AVU)の
分野や高等教育段階(VVUや学士課程）ではあまり広がっていないことがわかる。
また、従前学習認証の活用は、労働市場への移行・参加のためにではなく、よ
り上位段階の教育機関への進学のために活用されている傾向があるという】7)。

【表５】デンマークの従前学習認証活用の動向
出典:Andersen,M.,&Laugesen,C,DanishEvaluationlnsitute,(2012),p.5およびp.7の
表より筆者作成。

そして、従前学習認証の展開の阻害要因としては、①認知度の低さ、②予算の
不足、③企業での能力開発を従前学習認証に結びつける困難性、④従前学習をフ
ォーマル教育で活用することの困難性､⑤従前学習の認証を活用することへの関
心の低さ、⑥従前学習認証の仕組みの複雑さが挙げられている'8)。
国立従前学習認証知識センターの資料'9）でも、従前学習認証の展開における

課題のキーワードとして①経済面、②組織の固定化、③教員の態度、④専門家の
能力開発、⑤部門を越えた協力、ステークホルダーの協力が挙げられている。
上述したように従前学習認証の利点を挙げているデンマーク成人教育協会も、

課題として、①従前学習認証の取り組みの数が少なく、一般の人々の間で認証の
認知が低い状況､②従前学習認証をする際の文書化等を進める際のガイダンスや
助言が不足している点､③共通した国家的なアプローチがなく、（良くも悪くも）
分権的な実践が行われている点、④共通した標準的な手続きがない点、⑤部門間
や教育機関の信用が不足している点、⑥経営者（雇用者）や被雇用者は従前学習

-２０９-

普通成人教育
課程(AVU)

N＝２７

高等予備試験

単科課程 (H F )
N＝２７

成人職業訓

練プログラ
ム(AMU)
Ｎ＝９３

基礎成人教
育(GVU)
Ｎ＝６３

アカデミー

専門学位
(VVU)
Ｎ＝２８

学士課程
N＝１８

2009年に従前学習の

認証を最低１回でも
活用した機関の割合

42％ ７０% 71％ 91％ 29％ 50%

一般の人々の認知度

と知識の欠如が従前
学習の拡大を阻害す
る要因

96％ 96％ 85％ 82％ 86％ 80%
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認証と、日々の企業での業務に関連した学習ニーズに関心があるが、従前学習認
証の仕組みは、フォーマル教育での評価に基本的な焦点を当てており溝がある点、
⑦教育制度内において、従前学習認証への関心、意欲、そして予算が不足してい
る点を挙げている20)。
OECDの調査で、多くの国が認証のシステムを整えようとしているにもかかわ
らず、多くのケースで認証プロセスが不十分、小規模、不安定である状況が示さ
れていたが２１)、この状況はデンマークにもある程度当てはまり、導入が円滑に
進んでいるとは決して言えないことがわかる。
こうした状況に対して、教育省は２０１０年にアクションプランを作成した。そ

の中では、①従前学習認証前のガイダンス・助言を級密に計画し配置すること、
②仕事や雇用に焦点を当てた従前学習認証の可能性を分析すること、③簡易化・
標準化そして質保証、④従前学習認証の経済的な状況を調べること、⑤一般の
人々と関係者の認証に対する認識を高めるキャンペーン等が挙げられている。
そして２０１２年から２０１４年までの戦略として、①地域での情報キャンペーンと

活動､②成人職業訓練プログラム(AMU)との取り組み､③普通成人教育課程(AVU)
と高等予備試験課程(HF)との取り組み、④高等教育段階(VVUや学士課程）と
の取り組みを展開している22)。

( 4 )ノンフオーマル成人教育機関等での取り組み
1）フオルケオピュリスニングコンピテンシーにおける能力の項目
従前学習認証において、２００７年の『デンマークの生涯学習戦略」内で、ボラ
ンティアセクターや余暇活動、ノンフォーマル成人教育との連携、導入が述べら
れている。そして、ボランティアセクター、余暇活動等で経験され習得した資質・
能力を、個人が認識し文書化することを支援するオンライン・ツールを３つ設け
ている23)。ここでは、その中でも自由成人教育での学習経験に焦点を当てた「フ
ォルケオピュリスニングコンピテンシー(Folkeoplysningskompetencer)」の内
容を明らかにする。
この「フォルケオピュリスニングコンピテンシー」は、南デンマーク大学
(SyddanskUniversitet)の知識ラボ(KnowledgeLab)等が２００７年に開発した
「Ｅツール」や「能力ゲーム」を基に、文化省(Kulturministeriet)、デンマー
ク成人教育協会、デイホイスコーレ協会(DaghOjskoleforeningen)、国立従前学
習認証知識センターが２０１４年に改良したものである。
「フォルケオピュリスニングコンピテンシー」内には、３つのツールが用意さ

れている。まず①各人のこれまでの学習経験、資質・能力を可視化し、言語化す
ることを支援する「能力カード」と、②３-６人用の娯楽・教育的ゲーム「能力
ゲーム」、そしてそれらのツールで可視化し言語化した個人の学習経験、資質・
能力を、文章化してまとめる③「Ｅツール」である24)。
対象となる学習経験は、自由成人教育でのコースでの学習を対象としており、

具体的にはアシフンスコーレ(Aftensskole)、フォルケホイスコーレ、デイホイ

-２１０-
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スコーレ、生産学校､エフタスコーレ(Efterskole)、自由専門学校(Frifagskole)、
オープンユニバーシティ(Folkeuniversity)、若者学校(Ungdomskole)、が挙げ
られている25)。以下、その内容を見ていくこととする（【表６と７を参照】)。

組織運営能力社会的能力
キーワード：何の活動・プロジェクトが組織
されているか、イニシアティブ、概観、計画、
交渉、協力、意思決定、動機づけ

キーワード|：他者についての感じ方
開放性、信頼、共感、責任、協力、ケア

どのように活動・プロジェクトが始まり、動いて
いるかを理解する

万事順調か確認する

活動・プロジェクトの計画が好きである対立を解決することを支援する
活動・プロジェクトのゴールを設定する他者の意見を聞く

活動・プロジェクトの計画・実行に慣れている他者の状況を理解しようと努める
即座に、多くの物事について概観を得る本当に好きな誰かと活動する

誰が何について得意かを見分けることができる他者と一緒に問題解決を上手に行う
どのように課題解決をするか合意を得る協力して作業を行う

他者の参加を促すよう動機づける自分とは異なる背景を持つ他者を頼りにする
プロジェクトの成功に重要な知識を得られる関係を維持し、連絡をとる
他の組織と協力する調和を生むことの手助けをする

コミュニケーション能力自己管理能力
キーワード：快活に他者とコミュニケーションす

る能力、開放性、信頼性、構築能力、ボデイラン
ゲージ

キーワード：個人的責任を引き受ける、イニシア
ティブ、自己認識、計画と優先順位づけ、粘り強
さ、貢献

他者と話をすることが好きである進んで課題解決に取り組む
自己の強みと弱みを認識している 良い聞き手である

自分の考えや気持ちを表現するために意識的に
身体を使う

課題をいつ、どのように解決すべきか計画をたて

る

当 事 者 意 識 を も ち 、 さ ら な る 努 力 へ の 準 備 も で き

ている

約束を守るよう努める

自己を高みに挑戦させる 他者と話す際、はっきりと話す
意思決定が得意である 明確にはっきりと書く

自分がいつ他者の助けが必要かを理解している 大人数の集団内で勇気を出して発言をする
目的と計画を持ち活動する 異なる聴衆への適切な演説方法を考えている
優先順位づけすることが得意である 適切なコミュニケーション方法を考えている

自分の努力を現実的に評価することができる 自分のコミュニケーションが理解されているか

チェックす̅るよう努めている

【表６】フォルケオピュリスニングコンピテンシーの能力項目①
出典:http://www.folkeoplysningskompetencer.dk/index.phpを２０１５年９月５日に参照。
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異文化間能力 創造・革新能力
キーワード：差異を越えて理解し活動すること、
他者の文化への理解、開放性、共感

キーワニエ：アイディアを得る、前向き、好奇心、
調査好き、不屈、没頭、共感

多様性が果たす役割について理解している 視点を枠の外に待っていく
自分とは異なる人々に興味がある 制限の代替可能性を模索する

他者が私たちの文化をどのように受容している
か聞くことに興味がある

新しい物事、手法についてのアイディアを得て、

試すことができる

自分とは異なる背景を持つ他者への対応に慣れ

ている

間違いから学ぶ

違いを橋渡しすることに貢献する 他者のアイディア、考えに開かれている
自文化の独自性への認識を持っている 諦めず他のやり方に挑戦する

差異を越えて団結させるものに焦点をあてる 変化を歓迎している
多様性が成長に寄与することを理解している 新しい状況に知識を適用す̅ることができる

尊敬と寛容に貢献する 新しいゴールとビジョンを構築する勇気がある
他者との出会いの中で自分の態度や人生が変わ
る可能性に対して、自己が開かれている。

情熱的、前に進む雰囲気をつくる

学習能力 民主的能力
キーワード：好奇心、根気、体系、真剣な考察と

分析、試すこと、関与
キーワードI :民主的な意思決定の方法を理解して
いる、民主的権利を行使すること、社会に対して
の洞察を持っている、開かれた議論と対話、包摂
性、コミットメントと自発性

学習への好奇心がある 政治的生活に社会的に関わりを持っている。

困難であっても諦めない 民主主義がどのように機能するか知っている

学習した内容で何が新しいことか気づく 選挙の際には投票する

過去に得た知識と新しい知識を結合する 他者と社会の組織について議論する
自分にとっての最良の学習方法を知っている 自分が同意できず不幸せな社会状況を変えるた

めに動く

新しい方法での学習に対して開かれている 他者と共に社会をより良くするための考えを発

展させる

学習したい内容についてのゴールを持っている 民主的なルールを知り敬っている

社会や教育の場で、信頼に基づいた地位に選ばれ

ている

自分、そして他者から学ぶことができる

全ての知識や情報が正しいとは限らないことを
知っている

コミュニティのために日々の大小に責任を引き

受ける

異なる生活スタイルに対して敬意を持っている学習した内容を新しい状況で使用する

【表７】フォルケオピュリスニングコンピテンシーの能力項目②
出典:http://www.folkeoplysningskompetencer.dk/index.phpを２０１５年９月５日に参照。
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フオルケオピュリスニングコンピテンシーの特徴としては、【表６】や【表７】
に示したように、能力についてのカテゴリーとして「社会的能力」、「組織運営能
力」、「自己管理能力」、「コミュニケーション能力」、「異文化間能力」、「創造・革
新能力」、「学習能力」、「民主的能力」という８つを挙げ、各カテゴリーにつき
１０項目の能力について５段階で自己評価を行う中で、自身のソフトスキルにつ
いて自覚できるようになっている点である。
そして、上述した「リアルコンピテンスマップ」での資質・能力項目よりも、

非常に多様なカテゴリーがあり、能力の項目も豊富で、且つ具体的な内容となっ
ている。

2 )従前学習認証に関するポートフォリオの開発と教員の研修
失業者や移民を支援するデイホイスコーレでは、政府による積極的な認証の推

進以前から、デンマーク成人教育協会に属する他の教育機関との協働で、従前学
習認証に取り組んでいる26)。具体的には、社会的能力、対人関係能力、学習能
力、責任感といった能力の可視化、文書化の方法を模索し、2003年から独自の
ポートフオリオを開発・実践している。また２００７年には、デンマーク初の従前
学習認証に関する教員の研修を、フォルケホイスコーレ協会(FolkehOjskolernes
ForeningiDanmark)や生産学校協会(Produktionsskoleforeningen)やデンマー
ク教育大学(DanmarksinstitutforpadagogikogUddannelse)等との協働で行
っている。

3）生産学校協会による従前学習認証における能力項目標準化の試み
生産学校は、早期に教育・労働市場のいずれからもドロップアウトした，６歳

～２５歳の若者を対象とした「社会的包摂」「再チャレンジ」のための教育機関
である。生産学校の教育方法には、為すことによって学ぶ(Learn ingbydoing)
ことが基盤にある。教員と学生たちが複数人で協同プロジェクトに従事し、顧客
に対するサービスの提供や､製品の製作､販売を行う実践的な活動を行っている。
生産学校協会の従前学習認証への姿勢について、担当者へのインタビューから

３点が明らかになった27)。まず、生産学校協会は、従前学習認証を積極的に活用
し促進する姿勢であり、主に教育のツールとして重視していることが明らかにな
った。具体的には、従来、生産学校では学習者本人が何を学習し、どのような能
力・資質をどれくらい伸ばすことができた（ている）のか把握しにくい側面があ
った。従前学習認証を活用することで、何を学習し、どのような能力．資質を伸
ばした（ている）のかを「可視化」することができる点に利点があると考えてい
る。また生産学校の側にとっても、自分たちが提供しているプログラムに、どの
ような意義があり、どのような能力、資質を育んでいるのか明確化することで、
他者に説明する際や自身の実践を省察する際に活用できる点も評価している。
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２点目として、生産学校協会では従前学習認証を促進するために、生産学校の
教職員を対象に「生産学校における能力証明の実施」について研修を行っている
点も判明した。
３点目に、生産学校協会は、各生産学校が従前学習認証に取り組むことを促進

することを目的として「生産学校において育まれる能力．資質」についての標準
的なカテゴリーを作成している。また実践において各資質を評価する際に活用で
きる評価規準や、形式の大枠を作成している。
なお、生産学校協会の取り組みの詳細については、拙稿「デンマークの生産学

校における従前学習の認証に対する取り組み：生産学校協会による取り組みに着
目して」『早稲田大学教育学会紀要』16号にて掲載済みである28)。

４．むすびに
本研究では、デンマークにおける従前学習認証の動向、そしてノンフォーマル

成人教育における取り組みを明らかにした。『成人教育・継続訓練における従前
学習認証と発展法』の制定以降、政府は、認証の推進のために、労働組合や雇用
者連盟といった社会的パートナーと協定を組み、オンラインポートフォリオの設
置や認知度向上のキャンペーン等を行い、主に基礎的な職業教育・訓練分野で広
がりを見せていることが明らかになった。しかし、推進に際して、教育機関間で
の連携、認知度、仕組みの簡略化、予算等に課題を抱えている現状も浮かび上が
った。一方で、ノンフォーマル成人教育機関が、政府と協働または各機関で独自
に、ポートフォリオの開発や学習により身に付く資質能力を可視化し共有する取
り組みも明らかにした。
但し、今回の研究では、政府の推進施策について、主に2010年までを取り上

げたに過ぎない｡現在では､本研究でも示した推進への課題に対応する形で､２０１４
年までの推進施策の実施と検証、そして今後の施策が検討されている。これらの
具体的内容と効果を引き続き研究していく必要がある。
また、ノンフォーマル成人教育機関での取り組みについても、まず、フォーマ

ル教育での取り組みとの差異を明らかにし、次に、デイホイスコーレが開発した
ポートフォリオの活用方法や､各生産学校で行われている従前学習認証の活用方
法等、各成人教育機関での具体的な活用例を今後も引き続き研究していく必要が
ある。
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